
































From “Global Communication Course” to “Global Communication Minor”









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































http : / /www.osaka-cu .ac . jp / ja / internat ional /
internationalization_office/index.html
渡邊席子（2014），「OCUグローバル・コミュニケーションコー
ス　2013年度試行の記録」，『大阪市立大学大学教育』，
第11巻，第 2 号，79－86．
獲得していること、もしくは、7月にプレイスメントテス
トとして行われたVersantテストにて30点以上を獲得して
いることであった。また、2014（平成26）年度は、 4 月に
CEのプレイスメントテストとして行われたTOEFL ITPテ
ストにて500点以上を獲得していること、もしくは、 7 月の
Versantテストにて35点以上を獲得していること（あるい
は、独自に受験したTOEICテストで550点以上を獲得して
いること）であった。
2014年度の方がやや厳しい基準になっているのは、第一
期生の様相を見るに、より高い水準のスコアをマークでき
ている状態の方が、3月のGCC_UVicで十分な学修成果を
得やすいことに基づく改定の結果である。
【6】　GCC_UVicに参加して学修成果を得るためには、ネイ
ティブスピーカーの教員が言っていることの要点を少なく
とも 7 割以上理解でき、言われたことに対して多少文法的
な誤りがあってもレスポンスができることが必要である。
つまり、最低限、何を言われているのかが聴き取れるレベ
ルのリスニングスキルがなければ、成果を望むことはでき
ない。ゆえに、2013（平成25）年度は、GCC_UVicが実施
される 3 月の段階で、TOEICテストスコア650点以上（う
ち、リスニング350点以上）、Versantテストであれば35点
以上を獲得していることをめやすとしていた。
しかし、これでは十分ではないことが第一期のGCC_
UVic参加者の様相から明らかになった。リスニングが十
分にできない状態で出かけると、本人が成果を出しにくく
なるのみならず、他の英語のできる友達に日本語で訊ねて
理解しようとしてしまうなど、他の参加者に対する影響も
無視できなかったからである。そこで、2014（平成26）年
度はめやすをやや上方に修正し、Versantテストスコア40
点以上、TOEICテストスコア650点以上（うち、リスニン
グ350点以上）、TOEFLテストスコア525点以上が参加者に
求められることとなった。
【7】　第一期生のときには、入学時にプレイスメントテスト
としてTOEIC IPテストが導入されていた。また、第二期
生のときには、TOEIC IPに代わり、TOEFL ITPテスト
が導入されていた。いずれの年度においても、GCC正式
登録者の方がその他の学生よりもテストスコアが統計的に
有意に高い。つまり、GCC設置のねらいどおり、より上
位層に位置する学生がコースに着目し、正式登録する傾向
が確認されている。
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